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以
前
に
佐
賀
地
域
で
事

業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
い
い

も
の
探
し
に
つ
い
て
、
各
地

区
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
冊

子
作
り
な
ど
を
行
っ
て
い
た

が
、
そ
の
後
、
ど
う
な
っ
た

か
と
い
う
声
が
住
民
に
あ
る
。

　
以
前
の
よ
う
に
佐
賀
温
泉

を
拠
点
と
し
て
、
元
気
に
暮

ら
し
て
い
き
た
い
と
い
う
住

民
の
声
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。

　
佐
賀
温
泉
は
民
間
か
ら
寄

付
を
受
け
た
。
今
後
、
町
が

運
営
を
引
き
継
ぎ
、
休
業
に

よ
る
避
難
所
の
喪
失
と
中
山

間
地
域
の
課
題
解
決
に
対
応

す
る
為
、
温
泉
を
中
心
と
し

た
賑
わ
い
の
あ
る
交
流
施
設

と
な
る
よ
う
、
活
用
し
て
い

く
。

　
い
い
も
の
探
し
に
つ
い
て

は
、
旧
佐
賀
町
時
代
に
取
り

組
ん
だ
事
業
の
一
環
。
こ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
賛
同
し

た
人
た
ち
が
、
な
ぶ
ら
委
員

会
と
し
て
現
在
も
国
道
沿
い

へ
の
花
の
植
栽
な
ど
、
地
域

活
性
化
に
協
力
し
て
い
る
。

　
　
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
が
、
佐
賀
、
大
方
地
域

の
17
年
前
と
現
在
の
人
口
推

移
に
つ
い
て
問
う
。

　
２
０
２
２
年
度
末
の
町
人

口
は
１
万
３
５
５
人
で
、
旧

大
方
町
と
旧
佐
賀
町
が
合
併

し
た
直
後
の
２
０
０
５
年
度

末
か
ら
は
３
７
７
８
人
減
っ

た 

。
地
域
別
の
減
少
率
は

大
方 

25
・
１
％
、
佐
賀
は 

30
・
７
％
と
、
佐
賀
の
方
が

高
い
。

　
　
正
規
職
員
と
会
計
年
度

任
用
職
員
の
内
訳
、
ま
た
、

１
カ
月
あ
た
り
平
均
時
間
外

労
働
時
間
と
最
長
時
間
外
労

働
時
間
に
つ
い
て
問
う
。

　
令
和
５
年
度
当
初
に
お
け

る
正
規
職
員
は
１
８
７
人
で
、

会
計
年
度
任
用
職
員
は
２
１

６
人
。
会
計
年
度
任
用
職
員

の
勤
務
形
態
は
フ
ル
タ
イ
ム

24
人
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
う

ち
、
定
型
の
勤
務
形
態
が
１

０
７
人
、
日
々
任
用
が
85
人
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
の
正

規
職
員
の
１
カ
月
当
た
り
の

時
間
外
労
働
時
間
の
平
均
は
、

10
時
間
30
分
。
最
長
時
間
外

労
働
時
間
は
、
１
カ
月
当
た

り
１
１
２
時
間
。

　
　
町
の
職
員
も
、
公
務
員

で
あ
る
前
に
一
人
の
町
民
で

あ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
地
方
自
治
の
発
展
の
た

め
に
も
労
働
環
境
の
改
善
が

不
可
欠
だ
と
思
う
が
、
対
応

は
。

　
労
働
時
間
の
最
長
時
間
の

管
理
や
産
業
医
の
面
接
な
ど

を
通
じ
て
、
健
康
管
理
に
つ

い
て
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。

地域活性化

佐
賀
温
泉
を
活
動
の
拠
点
に

中
山
間
地
域
の
課
題
解
決
に
活
用

職場環境

職員の労働環境の改善を

労働時間と健康管理に配慮

休
業
中
の
佐
賀
温
泉
（
上
）
と
、
集
落

活
動
セ
ン
タ
ー
に
て
の
正
月
用
餅
づ
く

り
の
一
コ
マ
（
下
）

  

（
令
和
５
年
12
月
下
旬
、
拳
ノ
川
）
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